
「声」と「言葉」で表現できる
すべての可能性にチャレンジし、
「語り」「朗読」「朗読劇」等、
様々な形の「トークパフォーマ
ンス」を組み合わせたステージ
製作や、様々な活動を通じた
チャリティ活動、バリアフリー
な社会作りに向けた活動、社会
貢献活動を行っているグループ
です。

第2話と第3話の間に10分間の休憩がございます

1951年11月25日 熊本県熊本市生まれ
1987年 くまもと映画祭 助演男優賞/｢マルサの女｣｢新宿純愛物語｣
1988年 第43回毎日映画コンクール 男優助演賞/｢マルサの女2｣

｢バカヤロー！私、怒っています｣
1990年 第28回ギャラクシー賞 個人賞/｢ドラムカン｣NHK/

｢東京湾ブルース｣テレビ朝日
1991年 アジア太平洋映画祭 主演男優賞/｢砂の上のロビンソン」

第14回日本アカデミー賞 助演男優賞/｢病院へ行こう｣
2006年「恋するトマト」ネット配信中
2013年「じんじん」「じんじん其２」ネット配信中
2014年「じんじん」イマジンインディア国際映画祭 最優秀男優賞

参
加
無
料

木、竹、つるなどの自然素材を使った楽器制作や、
自作の楽器による演奏など、多岐にわたり活動中。

先着150名
定員に達し次第
受付終了します

（要予約）

定員

「氷いちご」
〈第
一
話
〉

「たった一つのおかし」
〈第
二
話
〉

「ふくろうさま」
〈第
三
話
〉

「欅の木」
〈第
四
話
〉

共催：世田谷区視力障害者福祉協会・世田谷区立保健医療福祉総合プラザ運営管理室

電話

ＦＡＸ

お問合せ
お申込み

世田谷区立保健医療福祉総合プラザ運営管理室 WEBフォーム



第6回うめとぴあ朗読会

※ご記入いただいた個人情報は、本イベントのみに使用し、第三者に提供することはございません
（中止、延期などのご連絡用にお聞きしています）

※お申し込み多数の場合は、ご入場時にお名前を確認させていただく場合がございます

「第６回うめとぴあ朗読会」
令和7年 9月 27日（土）14時から16時05分（13時30分 開場）

お申込内容

氏名（カタカナ） ご注意：参加希望者が複数の場合は、全員の氏名をお書きください

電話番号 ご注意：複数でご参加の場合は、代表者の連絡先をご記入ください 車椅子席のご希望 ※希望される方のみ○をつけてください

希望する

このイベントを何で知りましたか？ ※該当箇所に✔してください

□ 館内チラシ・ポスター □ インスタグラム □ X（旧Twitter） □ 総合プラザホームページ

□ クチコミ □ 友人 □その他（ ）

▶第一話「氷いちご」 約28分 朗読：萩原実琴
中学３年生の茜は、母と再婚した新しい父との生活に戸惑い、自分の居場所がないと感じ、夏休みを所属している
理科部の部室で過ごすことにした。そこに部長の杉原という少年がやって来る。杉原も茜と同様に「自分の居場所
がない」と感じていたが、杉原と言葉を交わすうちに少しずついろいろなことに気付き、杉原の言葉に背中を押さ
れ、自身の環境と素直に向き合い始めていく。

▶第二話「たった一つのおかし」 約25分 朗読：滝口美舞紀
夕食後、家族でケーキを囲んでいた父は、ふと遠い目をし、子どもたちに昔話を聞かせ始める。それは、戦争で食
べ物も甘いおかしもほとんどなかった、父の少年時代の物語だった。戦争が長引くにつれ、段々と食べるものも着
るものもなくなっていく。そんなある朝、今日は配給で甘いおかしが配られると聞かされた父は、それを楽しみに
学校に向かったのだった。

▶第三話「ふくろうさま」 約25分 朗読：竹内智美
時は江戸。両親を亡くし、辛い日々を送る２３歳のおツタは、親から受け継いだ自分だけの神様「婦苦労さま」を
信仰していた。料理屋で働く彼女は、ある日理不尽な仕打ちを受ける。絶望し、婦苦労さまなんていないのではと
悲しむおツタだったが、遠くで聞こえる梟の声に励まされる。それから次々と良いことが起こり・・・！

▶第四話「欅の木」 約30分 朗読：大地康雄
都心のマンションから、念願の庭付き一戸建てへ引っ越すことにした原田さん夫婦。引っ越し前日、あったはずの
庭木がほとんどなくなっていることに気づく。がらんどうの庭に残されたのは、一本の大きな欅の木だけ。しかし、
落ち葉の多さにより隣人から苦情が寄せられ、原田さんは欅の木を切る決心をする。そんな時、前の家主の老人が
訪ねてきて、欅の木が持つ不思議な魅力と、共に過ごした30年の思い出を語り始める。

●電話03-6379-4301

●FAX 03-6379-4305

●総合プラザ1F 総合案内 ●WEB
二次元コードを
お読み取りのうえ、
フォームから
お申し込みください

右記のいずれかの方法で
お申し込みください
（総合プラザ 運営管理室）

お申込方法

令和7年9月27日(土) 14:00~16:05(予定)

あらすじ

▶
中学
ごすこと
茜と同様に「自分の居場所がない」と感じていたが、
に背中を押された茜

▶
夕食後、家族でケーキを囲んでいた父は、ふと遠い目をし、子どもたちに昔話を聞かせ始める。それは、戦争で食
べ物も甘
るものも
配るはずだったその

▶
時は江戸。両親を亡くし、辛い日々を送る
仰していた。料理屋で働く彼女は、ある日財布を盗んだと疑われ、理不尽な仕打ちを受ける。絶望し、婦苦労さま
なんていないのではと悲しむおツタだったが、遠くで聞こえる梟の声に励まされる。それ
こり始め、同じ長屋の青年、

▶
都心のマンションから、念願
庭木がほとんどなく
落ち葉
訪ねてきて、欅の木が持つ不思議な魅力と、共に過ごした


